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日
本
A
L
S盟
主
(
松
本
茂
会
長
)
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
族
の
苦
労
は

で
は
「
患
者
・
家
族
の
窮
状
を
救
う
縫
し
て
知
る
べ
し
だ
。

た
め
の
請
願
に
署
名
し
て
下
さ
い
」
入
院
U
て
療
養
し
た
く
て
も
、
受

と
呼
び
か
け
て
い
る
。
け
入
れ
て
も
ろ
え
る
病
院
が
少
な

A
L
S
(筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症
)
く
、
大
半
の
患
者
は
自
宅
療
餐
房
奈

は
、
進
行
性
の
神
経
疾
患
で
、
運
動
機
な
く
さ
れ
て
い
る
。

神
経
が
侵
さ
れ
て
手
足
が
麻
痩
し
、
乙
う
し
た
現
状
に
対
し
て
、
日
本

構
音
障
害
、
横
下
障
害
、
呼
吸
障
害

A
L
S協
会
は
、
原
因
究
明
と
治
療

を
起
し
て
死
に
い
た
る
と
い
う
病
気
法
の
早
期
開
発
、
全
国
に
専
門
病
院

だ
。
国
の
特
定
疾
患
に
指
定
さ
れ
て
、
を
設
置
し
、
長
期
療
養
が
で
き
る
体

十
年
来
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
制
を
、
在
宅
療
養
の
費
用
を
公
費
負

が
、
い
ま
だ
に
原
因
不
明
で
、
そ
の
担
に
、
な
ど
九
項
目
の
請
願
事
項
を

手
が
か
り
す
ら
つ
か
め
て
い
な
い
と
入
れ
た
請
願
・
に
署
名
砕
恭
え
て
、

い
う
の
が
現
状
。
藤
本
厚
生
大
臣
へ
提
出
す
る
。

体
の
自
由
、
言
葉
を
奪
わ
れ
、
食
署
名
の
送
り
先
、
問
い
合
わ
せ
は
、

ベ
る
乙
と
、
呼
吸
す
る
乙
と
す
ろ
思

干
1
6
2東
京
都
新
宿
区
新
小
川
町

う
に
ま
か
せ
ず
寝
た
き
り
の
患
者
、
九
十
七
O
一
宮
0
3
・ヮ

5
7

二
十
四
時
間
付
き
っ
き
り
で
介
護
し

・
6
9
4
2
日
本
A
L
S
堕
E

。

審
議
と
越
方
審

し
畿
の
精
神
を
讃
勘
の
基
本
と
し
よ
う

請願の署名を

患者・家族を救おう

-ヒ刀シマjし醤泊韓式会往

な
お
み
さ
ん
日
目
黒
区
議
会
議
員
、

住
田
啓
子
さ
ん
H
多
摩
市
議
会
議

員
)
が
、
犠
会
で
の
模
様
を
混
じ
え

な
が
ら
語
っ
た
。

ス
パ
イ
と
つ
い
ιが
わ
れ
な
い
前
に
、
国
家
秘
密
法
、
福
祉
、
平
和
都
市

政
府
に
情
籾
を
売
る
ス
パ
イ
と
な
宣
言
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

る
」
な
ど
、
岡
近
の
状
況
を
語
り
な
そ
れ
ぞ
れ
の
機
会
で
の
奮
闘
が
伝
え

が
ら
今
、
日
本
は
、
平
和
も
民
主
主
ち
れ
た
が
、
今
年
、
多
摩
市
議
に
初

義
も
関
わ
れ
て
い
る
時
代
、
タ
イ
ム
当
選
し
た
住
田
さ
ん
は
「
住
民
の
暮

・
ポ
イ
ン
ト
に
立
っ
て
い
る
の
だ
と
ち
し
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
の

示

唆

し

た

。

は

議

員

と

し

て

重

要

な

と

と

。

常

に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
「
平
和
と
ナ
マ
の
市
民
の
声
を
議
会
に
述
べ
る

福
祉
の
充
実
を
め
ざ
し
て
l
憲
法
の
と
と
が
大
事
だ
し
、
そ
れ
が
で
き
な

地
方
自
治
法
麹
箇
十
周
年
に
あ
た
い
な
ら
、
議
員
で
あ
る
必
要
は
な
い

そ
の
背
景
に
は
、
国
際
的
に
繰
り
っ
て
止
を
ア
1
言
、
警
官
で
活
と
思
う
」
と
発
言
。

広
げ
ち
れ
た
反
核
運
動
や
、
国
連
軍
躍
す
る
三
人
の
女
性
織
員
(
四
谷
信
有
権
者
に
一
票
を
投
票
す
る
意
味

縮
総
会
、

N
G
Oの
主
体
的
な
運
動
子
さ
ん
日
東
京
都
議
会
議
員
、
宮
本
を
問
い
か
け
た
。

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
味
で
締
結
に
一
山
山
山
川
川
川
川
川
川
山
山
川
川
川
川
川
川
川
山
間
山
山
川
川
川
川

繋
が
り
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
一
議
議
滋
鶴
鶴
緩
穆
怒
議
総
務
議
鑓
議
議
鎖
線
綴
懇
溜
緩
緩
襲
鯵
襲
轟
轟

ブ
ロ
ッ
ク
を
超
え
た
反
核
運
動
は
、
一
綴
司
吋
同
鰯
織
機
嫌
議
磁
溺
織
内
綴
織
趨
掛
蝿
習
調
醐
澗
匂
劇
対
副
醐
醐

「
平
和
」
で
記
憶
に
新
し
い
の
は
、
米
ソ
の
中
距
離
咳
配
備
に
は
ま
一
間
喜

一

一

喜

一

一

一

一

一

審

議

先
ご
ろ
米
ソ
が
か
わ
し
た
「
I
N
F
が
よ
い
乙
と
で
は
な
か
っ
た
か
ら
一
欝
額

議

繍

蕗

欝

麟

鷺

響

襲

龍

樹

融

制

全

廃

条

約

」

。

五

、

六

万

発

あ

る

核

だ

。

一

滋

襲

撃

綴

畿

総

務

襲

慾

務

総

務

総

磁

溺

総

務

鍛

磁

議

機

綴

磁

襲

弾
頭
の
、

2
D廃
棄

さ

れ

る

の

は

数

物

一

方

、

米

ソ

両

国

内

に

も

、

核

軍

一

よ

う

に

な

っ

た

と

い

い

ま

す

。
障
害

持
駐
日
間
立
詩
日
日
立

豊
か
な
遊
び
を
広
げ
る

詩
百
民
誌

に

意

味

が

あ

る

」

と

山

内

さ

ん

は

雪

国

も

か

か

っ

て

、

国

の

財

政

、

園

民

生

一

ら

し

い

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

に

燃

え

ぅ

。

活

に

及

ぼ

す

も

の

は

大

き

い

と

い

う

一

お

も

ち

ゃ

図

書

館

全

、

L
P
'
U
〉
己
l

て
い
る
話
し
に
、
頼
も
し
さ
と
感
動

要

素

が

あ

っ

た

。

一

国

連

絡

会

世

話

人

代

表

サ

キ

之

竺

一

1
を
覚
え
ま
し
た
。

だ

が

、

条

約

が

締

結

さ

れ

た

か

ら

一

三

人

目

の

実

践

報

告

は

、

と

ち

ぎ

{
M
A
M
A
M
年
の
瀬
に
愉

I
l
l
-
h

と
い
っ
て
、
両
手
を
あ
げ
て
喜
べ
な
一

i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
I
l
l
1
1
1
1
l
l
f

む
、
平
守
(
た
い
ろ
ま
も
る
)
さ
ん
婦
人
問
題
研
究
会
の
中
山
慶
子
さ
ん

「
E
に

}

快
な
話
を
。
三
井
マ
リ

曙

瞳

ぃ
。
自
在
住
む
も
の
に
と
っ
て
一

ヘ

第

九

回

お

も

ち

ゃ

セ

ミ

ナ

ー

し

と
い
う
、
障
害
児
の
お
父
さ
ん
露
で
し
た
。

一
柑
一

子
襲
、
都
議
会
の

圃
宮
間
醒

必
ず
し
も
暖
か
い
太
陽
の
光
で
は
一

J
I
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
i
l
l
-

表
で
し
た
。

栃
木
県
で
は
、
国
産
婦
人
の
十
年

一
エ
才
一

速
記
者
が
、
男
子
は
自

酌

量

〉

匹
、
と
も
寄
っ
。

I
N
Fが
な
く
一
『
第
九
回
全
か
な
遊
芸
ひ
ろ
っ
忙
し
い
主
婦
で
す
が
、
未
だ
沖
縄
授
、
ニ
代
自
の
お
も
ち
ゃ
慶
さ
を
記
念
し
て
、
中
間
年
に
海
外
研
修

一
九
一

白
な
服
装
で
い
い
の

司

ι圏
「

/

な
っ
た
分
、
通
常
兵
器
や
太
平
洋
に
一
げ
る
お
も
ち
ゃ
セ
ミ
ナ
ー
宗
、
十
に
障
害
児
の
た
め
の
遊
び
場
、
奈
ん
で
す
が
「
鳥
取
は
、
妻
、
日
本
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
参
加
し
た
女
性

Z
R一
に
、
女
子
だ
け
に
制
服

肘
匙
闇
~
会
J

あ
る
戦
略
核
兵
器
や
ト
マ
ホ

l
ク
一
一
一
月
五
回
(
土
)
、
豪
・
霞
が
関
の
場
が
小
話
い
乙
と
を
知
り
、
地
域
の
チ
ベ
ッ
ト
で
す
。
障
害
児
の
ケ
ア
遣
が
福
祉
活
動
に
参
加
し
て
い
こ
う

勺

2
が
あ
る
の
は
何
故
ワ
と

属

島

一

員

一

は
、
事
の
勢
い
。
乙
れ
が
、

f
一
の
全
国
基
準
協
雲
会
議
室
の
人
々
と
、
お
も
ち
ゃ
関
室
づ
く
の
ゆ
き
届
か
な
い
箇
が
多
い
」
こ
と
宍
婦
人
問
題
研
究
会
を
つ
く
り
、

|

妻
宅
質
問
。
納
得

扇

町

山

圏

圏

一

氏
K

一

N
F
Hの
持
つ
も
う
一
つ
の
側
面
だ
。
一
で
開
か
れ
ま
レ
た
。
主
催
は
、
お
も
り
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
と
り
く
ん
か
ら
、
地
域
の
た
め
に
力
に
な
ろ
う
各
方
面
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
ま
一
さ
せ
得
る
回
答
が
で
き
な
か
っ
た
当

開
胡
唱
掴
圏
一
局
臼
一

し
か
も
、
在
来
兵
器
の
増
強
を
ア
メ
一
ち
ゃ
の
図
窃
飴
全
国
連
絡
会
。

で
い
る
様
平
を
報
告
し
ま
し
た
。
と
思
い
、
お
も
ち
ゃ
図
書
館
づ
く
り
し
た
。
そ
の
一
つ
に
、
お
も
ち
ゃ
図
一
局
は
、
速
記
者
の
制
服
を
全
廃
し
て

日

凪

瞳

一

割

一

リ
カ
が
考
え
て
い
る
の
は
、
自
主
今
回
室
母
、
全
国
社
会
福
祉
ま
た
、
沖
縄
の
米
軍
基
泡
の
兵
隊
を
、
地
域
の
人
に
呼
び
か
け
た
と
い
白
館
の
推
進
が
あ
り
ま
す
。県
内
の
、
一
し
ま
っ
た
の
で
す
っ
て
。

渇

週

国

一

蹴

一

と
一
言
一
口
う
の
有
一
協
議
会
が
主
催
す
る
訂
世
紀
を
展
さ
ん
の
家
族
の
中
に
も
障
覧
が
い
う
こ
と
で
す
。

足
利
、
宇
都
宮
、
君
、
小
山
と
ひ
一

5
2
J思っ
た
の

晶

罫

崩

一

朗

一

日
本
に
対
す
る
霊
の
圧
力
が
大
一
望
す
る
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
て
、
と
の
子
供
た
ち
も
受
け
入
れ
て
し
か
し
、
運
命
と
い
う
の
は
わ
か
ろ
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、
一
は
正
子
の
み
制
服
H

と
い
う
と
こ

-
a
E臨
醐

一

時

刊

一

き
く
な
る
中
で
、
平
和
賓
と
の
よ
う
一
進
会
議
』
と
ド
ッ
キ
ン
グ
し
て
行
わ
い
る
と
い
い
ま
す
。
乙
の
た
め
、
米
ら
な
い
も
の
で
、
お
も
ち
ゃ
図
密
館
講
演
会
や
お
も
ち
ゃ
展
な
ど
を
し
一
ろ
が
こ
の
国
に
は
と
て
も
多
く
て
、

聞

軍

一

陰

7考
え

る

?ー
。

一

れ

た

た

め

4
2
2会
議
場
は
更
々
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
に
も
を
オ
ー
プ
ン
し
て
半
年
ほ
ど
経
っ
た
て
芝
、
行
政
に
も
協
力
量
了
か
も
み
ん
な
が
、
こ
の
奇
態
習

慣

園

園

田

一

』

浦

一

日
本
に
は
、
非
武
装
、
戦
争
放
棄

投
票
に
悔
し
は
な
し
か

、

、

意
義
を
問
い
直
し
、
検
討
す
る

日本ALS協会

「
漏
帰
人
参
政
権
獲
個
得
憎
四
十
ニ
周
年
罫
炉

開
か
れ
た
。
乙
の
集
会
は
、
日
本
の
婦
人
た
ち
が
参
政
問
帽
を
得
た
白

(
昭
和
二
十
年
十
二
月
十
七
日
)
を
記
念
し
、
婦
人
参
政
の
意
義
を
聞
い
直
レ
、

婦
人
の
投
票
{
付
動
に
悔
い
が
な
か
っ
た
か
を
反
省
し
ょ
?
と
い
主
嵩
で
、
毎
年
開
か
れ
て
い
る
。
特
に
今
年
は
、

憲
法
、
地
方
自
治
法
強
箇
十

周
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
和
を
求
め
、
基
本
的
人
権
を
僅
障
す
る
憲
法
と
、
地
方
公
共
団
体
の
健
全
な
発
達
を
保
障
す
る
地
方
自
治
法
の
精
神
を

活
動
の
奉
本
に
し
た
い
と
し
て
、
鰐
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
室
付
っ
た
。

話
し
に
、
会
場
の
雰
囲
気
は
『
缶
つ
に

な
ご
み
ま
し
た

小
さ
な
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
始
め
て
、

も
う
十
年
。
こ
つ
こ
つ
と
続
け
た
精

果
、
九
年
目
に
は
、
思
い
を
共
に
す

る
人
々
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ

ま
し
た
。
北
は
北
海
道
、
南
は
九
州

沖
縄
か
ろ
集
っ
た
人
た
ち
:
:
・
。
こ

の
充
電
を
、
ま
た
地
域
の
子
ど
も
遣

に
返
し
て
あ
げ
る
と
と
で
し
ょ
う
。

鰐
演
を
し
た
の
は
、
独
協
大
学
教

授
の
山
内
敏
弘
さ
ん
。
「
日
本
国
憲

法
の
現
況
と
展
望
1
平
和
と
福
祉
の

問
題
を
中
、

υと
し
て
l
」
を
テ
1
マ

に
、
憲
法
の
持
つ
平
和
主
義
の
問
題

点
や
、
得
祉
に
つ
い
て
語
っ
た
。

長治--ギデー- 詰五一

人参Jt~釘釘与t\. 2周年た念;急会

帰選会館で行われたシンポジウム。円内は講演した山口敏弘さん

おなじみのチューブ入り、ぴん入りから、ス

ティック・タイプ、ミニ ・パックまで、豊富

にそろったキューピーマヨネーズ。人数や用

途にあわせてお選びいただけます。オールマ

イティな調味料として、いろいろなお料理に

応用できるマヨネーズは、オリジナルな味を

楽じみたい方々の力強い味方。ちょっとした

工夫で〉お料理の世界はもっともっと広がりま

す。いつもフレッシュなおいしさをどうぞ。

ーユ・ヒド商事-ll

いつらフレッシユ、キューヒLの味。
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E警川
崎
川
川
げ

U
一ぷ

織
問
山

一日
目

を含む、労働基準法改正、パー トタイマー問題、コース別採用で、 'fl女どころか女性

たちのrmにも絡差を生むことになった、 I年Uの比J等法、派遣労働の抱えるさまざま
な問題。幾重にも述なるこれらの諸問題は、動き始めたと思えた女たちの、エネルギー

をためすかのようだ。

1987年が暮れる。ことし i年、女たちの闘いは、どのようなものだったのか、振

り返ろう c

女たちが、具体的に動き始めたー…・そう感じさせる、 l年の幕開けだった。

第 11回統一地方選では、女性の議員が、これまでになく当選した。生活と一番身

近な地}j議会への地固めにな欲を燃やし、 H本中の注目を集めた。数の上では た躍進ミ

とは言えないにしても、 ミ政治=~nミ の構図を、少しづつだが、女たちの選挙が綾し

てしぺ、域れてL、く起速が出てきたということか。

その一方で、働く女性たちの状況は、より一層厳しさを地した。変形労働時間導入
a守ヤマr一司司回目同ーーー竺拐事詔... 

(3 ) 

園
行
薦
人
鞍
育
会
館
同
周
年
-
広
配
意
し
て
植
樹

量

1987年
グラフ特集

‘ 世 唖厘番感少イ頃向の中で苦い女性の哩煙車が上昇している。子供に悪酷艦を与える
タバコをやめようと、唖煙と瞳庫宜性会援がスタ ト

日本の腫曜をつふすなと、生産者、消費者が全国から聾まった

禁
煙
運
動
の
中
で
女
性
喫
煙
率
上
昇

笈
原
方
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
骨
目
玉
る
万
人
増
。
三
十
世
代
叩
五
・
九
略
、

「
揖
六
日
哩
聞
戸
極
限
世
界
会
描
」
一
一
宇
歳
代
一
五
・
=
蕩
増
だ。

が
、
十
一
月
に
東
京
で
問
か
れ
、
た
母
型
の
喫
煙
が
胎
児
、
幼
児
に
与

ば
己
の
書
に
つ
い
て
の
認
掴
が
楳
ま

え
る
昨
曹
が
大
さ
い
こ
と
か
旬
、

J

り
、
た
は
己
離
れ
が
躍
ん
で
い
る
。
月
六
日
に
は

a
喫
煙
と
瞳
盟
主
笠
宮

日
本
た
ぱ
己
産
曲
が
揖
聾
し
た
、

曙
μ
が
胴
上
市
り
し
、

南
京
・
麹
町
会

六
士
一
年
度
た
ば
こ
臼
曹
を
串
る

阻
で
一
容
編
損
害
を
侍
っ
た
。

と
、
開
性
の
哩
煙
者
串
は
、
前
年
よ
そ
の
他
に
は
、
四
月
四
口
、
新
宿

円
。
・
込
山
イ
ン
卜
揖
空
ハ
一

・
六
の
安
田
牢
奇
ホ
1
ル
で
シ
ン
ポ
ツ
ウ

句
人
口
推
計
だ
と
、
十
四
万
〈
時
ム
「
明
容
樋
壁
、
四
月
!
八
H
、

の
一
一
千
五
育
九
十
じ
万
人
。
暁
念
な

飯
田
冊
捕
人
情
報
セ
ン
タ
ー
で
「
需

の
は
釘
一件
の
型
聞
が
、
特
に
一
一
十
揖
一
回
現
穫
と
悼
曜
女
性
会
調
学
習

代、一一
一十
歳
代
に
ふ
え
て
い
昌
之
と
金
」

な
ど
が
聞
か
れ
た
。
(
一
月
一

だ
。
推
計
で
は
主
性
全
体
で
四
十
一
十
目
、
四
月
十
日
、
回
再
一
下
回
母
)

• 

f愉棋な選革でした」と思想をのベた本尾さんの選挙は、事くのものを人々の心
に刻九だ

亮上税;⑮廃止
女性たちの学習

$ 

米
の
輸
入
な
ん
て
冗
談
じ
ゃ
な
い

日
本
の
コ
メ
市
場
開
架
長
め
る
米
価
を
帯
挫
し
て
い
た
米
価
審
発
示

米
国
聞
の
圧
力
が一
強
く
な
る
中
で
、

は
、
七
月
四
目
、
現
行
価
昭
二
万

ぷ
の
輸
入
な
ん
て
Y
3
1ダ
、
ど
U

八
主
ハ
同
六
十
八
円
〕
よ
り
、
干

ゃ
な
い
M

と
、
梢
闘
缶
、
生
産
昔
、
冗
骨
引
き
下
げ
を
暁
定
、
中
置
省
に

躍
世
間
岨
研
究
計
な
ど
が
「
川
市
の
靴
と
っ
ァ
、
は
、
庸
い
桔
県
と
な
っ
た
A

人
に
反
対
す
る
息
桔
念
講
接
結
成
。
が
、
安
J

一
つ
の
要
求
で
あ
っ
た
、

'
て
の
第
一
一
回
全
国
車
舎
が
、
三
月
生
理
有
と
梢
園
者
か
直
盟
、
米
を
取

七
口
、
車
京
・
円
谷
公
合
唱
しで
聞
か
引
き
で
き
る
提
開
米
は
、
特
別
栽
培

れ
、
自
主
国
民
が
畠
ベ
る
米
は
日
本
米
(
無
堕
草
山
市
)
に
つ
き
渦
園
者一

で
自
桔
す
る
、
革
本
的
盛
哀
の
扇
情
人
当
り
百
J
咋
ま
で
許
可
さ
れ
た
。

保
証
、
米
価
対
簡
を
仔
う
、
米
の
生

輸
入
問
題
は
畏
い
闘
い
に
な
り
そ
う

産
者
・
柑
質
占
の
直
接
揖
開
米
を
政
だ
(
九
月
v

o

(

月-一
一十
日
、
-
一

府
に
偲
め
さ
せ
る
、
と
い
う
湿
動
方
月
十
目
、
一E
同一一

F
目
、
十
月
十
日

針

事

決

め

た

の

号

)

し
か
し
、
六
十
二
牢
産
の
生
産
者

売上問、マル優廃止皮対にも、 女性が大きな声をあげた

H

熱
帯
林
を
守
れ
u

の
運
動
広
が
る

こ
の
ま
ま
の
ス
ピ
ー
ド
で
伐
採
や

が
で
さ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
か
な
け

匝
唖
が
問
け
は
、
出
ょ
に
残
さ
れ
た
、
れ
ば
な
U
Zい
也
再
嗣
大
の
動
開

日
本
県
南
林
は
、

鞍
十
年
m
V
2つ
に
木
材
輸
入
国
日
本
の
す
べ
き
こ
と
は

開
祖

τる
だ
弓
司
正
冒
わ
れ
、
連
平

?
、
み
ん
な
で
考
唱
え
て
い
己
う
と
訴

か
な
処
置
が
望
ま
れ
て
い
る
。

情
倍
付
動
『
一
で
ト
ワ

l
pが
晶
立

昨
年
、
問
陣
熱
帯
木
肘
機
閣
〈
ー

さ
れ
た
ハ

T
T
O
)
の
本
部
が
欄
揖

ra主
己
よ
ず
、
現
地
の
状
配
を
面
否
」
七

れ
、
わ
が
国
で
も
、
や
っ
と
動
開
叫
が
よ
凶
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ

に
到
す
る
運
動
が
暗
ま
っ
た
ω

ピ
ン
な
ど
の
腕
抱
の
詰
動
家
を
荊
い

I
T
T
O
は
、
自
問
伊
岨
券
白
的
て
、
却
益
夏
茅
粒
固
と
な
く
持
た
れ
、

の
↓
つ
と
し
、
熱
帯
輔
の
掴
樹
作
業

1
一
月
十
四
臼
に
は
、
横
民
神
高

へ
の
資
金
縄
問
削
平
、
点
材
の
適
歪
な
川
県
民
ホ
ー
ル
で
、
外
国
の
熱
帯
株

価
格
睦
定
に
協
力
し
て
、
舶
用
輔
の
の
オ
l
yリ
テ
:
直
動
家
を
世
告

白
採
進
行
幹
様
相
す
る
恒
閉
を
担
っ
飼
い
た
回
開
セ
ミ
ナ
ー
「
間
際
拠
開

て
い
る
。
現
在
、
開
園
田
二
十
三
力
神
セ
ミ
ナ
ー
・
早
め
保
全
持
続
的

問
、
生
産
国
十
八
カ
国
が
加
盟
し
て
利
用
回
唖
を
目
指
し
て
」
が
行
h

い

る

。

れ

↑

旬

間

園

田

日

本

に

対

し

て

、

相

熱
情
H

仲
間
聞
は
、
生
用
問
だ
け
の
市
林
木
材
の
ム
ダ
使
い
を
や
め
ア
ぜ
ふ

問
閣
で
は
な
く
、
尚
蝿
問
事
吾
め
た
う
、
強
い
哩
望
が
出
さ
れ
た
。
(
=

地
時
レ
ベ
ル
の
問
問
と
レ
て
茸
一
一
え
る
月
十
日
、
三
月
4

十
口
、
十
一
月
一
一
一

べ
き
だ
そ
し

τ、
そ
れ
ぞ
h
の
間
十
日
号
)

オープンした鹿弔区立晴人会館

席
数
ヰ

温伊崎

順

・

T
t
p品
川
丹
精

T

M
瞳
帯

-aw怜
e零
ρ恥
t
ιr
北
汁
一

‘.，
L
・
開
恥

u

v

i引
m
A
M刊一喰

h
r
-m刻
園
開

?
J

、制

h
M
f
h

作
品

4

4

F

;

i

i

q
i
?
 

Ha骨

A
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品

川
J
T
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輸
入
書
回
に
、
放
射
能
汚
染
は
な
い
で
す
か

2
勧
入
車
者
・
販
売
韓

者
に
質
問
を
す
る
都
地
局
白
面
々

女
性
民
離
曹
が

「最
終
鞍
育
政
革
裡
畠
E
」
表
莞
聖

，
 

，
 

民

、

p
r
a

、.
、、守、麗

-ー

&男じ相lまゆきさんミの問題
点を語る畏闘，告さん

売
上
税
ハ
ン
タ
イ
集
会
・
学
習
会

申
明
根
内
閣
が
打
ち
出
し
た
「
大
育
忠
の
呼
び
か
吋
で
「
兜
よ
朗
、
マ

叩
岡
俊
硯
H
開
上
間
」
に
反
対
す
る
ん
冊
蝿
止
に
反
対
す
る
女
性
の
合
」

声
が
高
ま
り
、
各
地
で
学
習
告
や
反
が
で
さ
、
世
面
会
、
先
械
告
径
通
し

対
袋
京
開
か
れ
、
直
百
の
ま
J

に
て
、
女
性
向
阻
古
の
立
暗
か
ら
売
上

反
対
デ
そ
が
行
わ
れ
屯
相
反
対
を
酔
え
た
d

帰
京
で
は
、
+
奔
た
か
千
(
日
本
見
上
税
は
一
応
廃
案
と
な
っ
た

社
会
党
書
貝
盛
)
、
田
中

m
F
(販
が
、
来
年
、

田
び
「
新
型
一
問
時
間
」

京
地
師
連
)
、
新
井
光
ず
(
蛇
肝
主
と
し
て
N

曹団
タ
レ
そ
う
。
す
で
に

帽
宏
耳
)
、
本
久
保
さ
わ
芋
(
鶴
自
来
年
-
一
斥
に
、
マ
ル
恒
随
止
が
闘
っ

同
人
連
盟
)
、
沼
木
澄
」
」
(
日
本
欄
て
お
り
、
陪
穏
の
目
を
ゆ
る
め
る
こ

人
吉
晴
)
、
中
村
た
つ
(
俳
優
)
さ
と
は
で
き
な
い
。
(
一
ニ
月
二
一lr日
『
)

ん
ら
、
超
党
、
組
織
を
起
「
え
た
女
性

「

、

月5

m 

骨
は
イ
ヤ
ダ
!
予
議
筋
恥
官
晶
が
る

次
つ
ぎ
に
婦
人
会
館
オ
ー
プ
ン
l

bっと広がれ/女性誠員の軸

円
月
目
、
南
京
・
親
問
に
「
欄

間
区
立
開
人
会
館
」
(
朝
両
英
子
館

長
)
が
オ
1
7
J、
開
人
間
昭
解
決

の
た
め
の
釦
掃
の
一
つ
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
た
購
入
問
題
と
、
生
吾
・

文
化
の
二
本
立
で
で
、
若
い
人
た
ち
、

婦
人
問
題
に
間
心
の
な
い
人
た
有
者

N

引
き
こ
む
H

た
め
の
工
夫
色
。
(
一
二

月
三
十
日
『
)

茨
崎
県
に
も
、
五
月
、
茨
醐
哩
主
立

婦
人
戟
宵
金
屈
が
オ
l
ブ
、
〆
u
h凡。

館
長
に
は
、

N
H
K解
視
委
闘
の
現

時
め
い
式
γ
ル一
就
任
。

」
拝
目
情
佐
の
迫
京
μ

の
晴
人
た

ち
の
声
に
む
一
た
も
の
と
な
っ
た
τ

μ
停
守
的
“
と
甫
わ
れ
る
地
芹
で
の

男
女
の
世
夜
、
地
方
の
せ
い
で
は
な

く
、
個
人
の
阜
に
あ
る
型
。
ネ
め
回
引

を
と
り
を
長
め
の
手
助
け
に
な
れ

ば
と
、
運
揖
か
進
ん
で
い
る
。
(
九
月

三
十
日
、
十
月
二
十
日
号
)

~ • ， 

F 
a輔副山..... ・h

性
疾
諮
垂
宗
韓
足

じ
ゃ
ぱ
ゆ
き
さ
ん
急
増
の
裏
に
円
高

統昨
年
町
、
土
汗
た
か
子
日
本
社

会
党
委
圃
塁
耽
圧
が
三
茎
に
な
っ

て
か
、
四
月
に
行
わ
れ
た
、
車
十
一

園
田
町
一
地
芹
商
事
轄
に
は
、
間
々
と

女
性
た
ち
が
立
慢
楠
、
政
党
も
女
性

慣
楠
苦
を
擁
立
し
た

桔
盟
、
閣
京
都
調
の
附
欠
選
と
、

四
十
四
都
道
同
県
高
で
五
十
四
人
の

女
性
た
ち
が
『
題
。
九
九
市
高
で
は

ニ
十
九
人
、
計
九
十
四
人
が
、
政
摘

出
同
定
の
晴
へ
間
み
山
山
し
た
ι

続
く
二
十
七
口
の
頓
市
摺
還
で

も
、
宣
言
人
以
上
の
女
性
が
揖
帽
を

手
に
し
た
ス
(
凶
月
十
日
号
)

こ
の
間
一
担
方
選
を
前
に
、
一
月

ニ
!
凶
H
、
出
頭
・
植
州
首
の
咽
京

y
w
r
Aで
は
艇
補
者
が
蝿
つ
て
の

「
女
た
ち
が
創
る
析
し
い
政
的
」
が

聞
か
れ
、
出
白
壁
語
り
そ
れ
ぞ
れ
が

全
員
『
函
へ
向
か
っ
て
刷
恒
奇
っ
と

司
点
を
あ
げ
た
υ

(

月
1
白
骨
)

-
月
に
は
、
目
本
日
開
人
有
噌
鉱
山
同

盟
前
金
墨
の
本
巴
良
え
が
、
南
京

・
観
黒
色
区
毘
暗
号
L
立
幌
開
聞
の

女
性
由
度
実
現
へ
と
、
女
た
ち
が
手

を
砧
び
品
い
支
慢
の
輔
が
広
が
っ

労
働
力
を
求
め
て
い
る
H
本
の
企
盟

も
少
な
く
な
い
こ
ろ
し
た
外
同
人

労
働
f
y
vつ
据
え
で
い
く
か
ー
ー
一

丹
一
一
!
日
H
、
出
頭
・
聞
回
日
噛
の
巾

央
労
政
金
調
宇
で
「
外
国
人
労
間
同

唱
を
哲
一正
吾
」
が
行
わ
れ
、
今
世
、

大
き
は
間
聞
に
与
る
己
と
か
指
摘
さ

れ
た
1
(
月
=
十
ロ
弓
)

ぺ
保
守
系
の

i
i一

仲
醐
の
章
、
当
理
し
な
か
コ
た

が
、
軍
尾
さ
ん
の
さ
わ
や
か
な
遊
軍

運
動
は
、
女
性
た
「
点
り
白
由
な
問
想

を
政
出
の
中
に
宅
か
す
た
め
の
、
具

体
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

大
い
に
注
H
房
諮
び
た
1
n
=
月
十

回
骨
〉温
帯
の
す
ん
だ
、
五
月
二
十
四
円
、

一
月
の
奥
お
パ

i
ト
日
が
、
京

Y
W
C
A
で
明
か
れ
、
当
選
管
深
め

た
女
性
た
ぢ
が
、
週
挙
期
間
中
町
週

酌
を
出
り
ト
M
Uな
が
円
、
苫
摘
み
の

同岡
田
悼
平
、
こ
れ
か
ち
の
活
動
や
岨
開

に
つ
い
て
帽
告
し
、
函
し
合
っ
た

(
六
月
十
日
司
)

七
月
1
八
け
に
は
、
関
京
都
同
人

情
報
セ
ン
タ
で
「
女
と
濁
準
を
語

る
血
釜
」
が
持
た
れ
、
冊
所
闘
で
一
杭

地
方
選
に
立
慣
用
し
た
入
、
そ
れ

を
主
え
た
人
に
叫
が
蝿
り
、
選
準
に

出
る
た
め
の
ノ
ウ
・
ハ
ウ
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
手
の
内
を
見
廿
λ
ロ
い
、
今

栓
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
タ
医
げ
る
た
め

の
方
法
事
美
、
ぐ
り
向
っ
た
。
(
七
月

一
十
ロ
号
)

原
子
力
発
電
所
に
と
ど
め
の

撃

ソ
亜
の
チ
ヱ
ル
ノ
ブ
イ
リ
院
発
咽
ピ

1
ル
鶏
界
、
百
世
間
開
業
百
を
嗣
い

拙
か
ら
一
年
た
句
、
「
暇
冗
泊
さ
れ
て
、
政
射
惜
汚
距
は
凶
聞
な
い
か
、

ば
開
ご
」
。
れ
る
」
固
に
ほ
っ
て
い
る
と
輸
入
直
ロ
山
の
奇
全
性
に
つ
い
て
の

が
、
情
況
は
事
故
『
問
ど
少
し
も
空
括
し
あ
い
が
も
た
れ
た

わ
っ
て
い
な
い
の
だ
、
と
岳
地
で
興
昌
社
の
探
コ
て
い
る
商
品
は
、
ほ

告

が

待

た

れ

た

と

ん

戸

扱

裂

の

事

の

な

い

お

三
月
に
は
、
型
崩

・
中
野
公
高
慢
平
、
以
生
省
が
岨
定
し
た

τuM，当

で
「
字

ρ毛
を
披
Y

つ
陣
が
き
た
G

鼎
り
一
一

E
Jベ
ク
レ
ル
の
駆
車
値
よ
り

酎
原
発
に

ρ
Eめ
の
一
撃
を
t
」
は
る
か
に
低
い
粒
岨
で
あ
る
こ
と
が

(みで組
H
下
北
を
原
平
カ
半
島
に
寸
分
コ
た
が
、
梢
闘
行
に
ば
厚
生
向
の

る
な
'
取
県
迎
路
会
)
が
聞
か
れ
、
日
晴
準
値
が
世
主
で
あ
る
か
ど
う
か
の

作
軍
の
広
聞
墜
え
が
、
間
外
?
一
礎
聞
が
耐
百
五
(
八
月
一
十
日
時
J

F
lス
な
Y
差
招
介
し
な
が
ら
「
廟
そ
の
旬
し
は
、
円
H

1
六
H
に

発
穿
¥
い
ヰ
め
る
に
は
、
現
実
を
拍
自
民
失
ム
閣
で
「
原
轄
を
と
め
辛
つ

り
、
情
帽
を
在
し
く
醗
み
取
り
舎
十
力

f
関
車
行
動
」
(
阿
月
三
十
日
号
)
、

を
出
く
す
こ
と
」
と
掴
り
か
け
た
。
十
同
一
「
日
に
は
、
且
下
方
置
料
情

(
一
一
-
月
一
十
日
号
)
報
宰
圭
惜
の
「
世
唱
を
売
の
灰
か
ら

八
月
じ
己
に
は
、
車
京
郡
地
噴
梢
守
告
に
は
」
な
ど
も
開
か
れ
た
(
十

醐
古
団
体
直
径
方
、
外
国
か
ら
開

E-干
日
『

料
や
担
話
房
偏
人
し
て
い
る
頚
端
、

さ

あ

、

男

も

子

育

て

を

す

る

時

が

き

た

同
月

1
百
、
封
働
打
で
叫
直
何

回
休
業
制
区
聞
及
促
遁
旬
間
t

(

百

円
五
日
l
十
四
口
)
。
前
に
、
「
女

性
の
職
県
と
チ
育
て
に
つ
い
て
与
え

る
間
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
l
い
つ
も
聞

い
て
い
な
い
f

仏
市
に
宵
兜
に

|
|
」
者
繭
い
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
伝
ど
、
外
問
の
宵
川
出
休
盟

制
度
に
つ
い
て
の
話
レ
を
剛
占
、
口

本
で
の
育
川
町
“
阿
南
制
喧
。
必
哩
刊
を

どd
え
た
(
四
円
一
)
十
ロ
リ
J

十
月
一

τ
八
日
、
南
京
弁
珊
t

会
・
女
性
の
南
一
利
「
渇
す
る
要
目
白

が
「
♂
品
、
同
も
，
T
宵

τを
'
」
と

い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
間
占
、
町
佐

平
専
に
育
同
を
伺
ろ
に
は
と
つ
し
た

ら
い
い
の
か
、
円
本
人
の
明
欠
の
労

働
望
唖
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
話
し

合
っ
た
。
月
十
-
一
月
十
日
時
)

労
働
時
間
主

b
Eの
成
畏
「
魚
市
在
晶
て
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

，干

1
1
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4
n4ロ点
d

対
す
る
女
性
の
つ
ど
い
」
(
十
月

二
十
日
、
南
京
弁
理
土
会
加
を

拍
め
、
再
池
で
民
対
躍
動
が
描
り
あ

が
っ
た
ァ
ま
た
、
国
家
相
包
括
璽
の
中
に
慌

れ
る
長
門
舗
の
弾
証
、
そ
の
延
盛
帽
と

し
て
一
起
っ
た
朝
日
新
聞
阪
神
支
局
限

撃
事
件
に
対
空
る
抗
措
壁
白
色
聞
か

れ
(
十
一
月
円
目
、
い
ま
己
そ
富
論
・
一

理
現
の
自
由
を
!
)
、
市
民
、
ジ
ャ

1
一

ナ
リ
ズ
ム
と
奇
人
力
#
あ
わ
せ
て
、
一

喪
現
、
胃
輪
の
白
由
を
守
ろ
う
ル
話
一

し
あ
っ
た
O
(

四
月
十
目
、
六
月
十
目
、
一

七
月
十
日
、
十
一
月
十
日
、
十
一
月

一
十
目
、
十
一
月
五
一十
日
号
に
開
通

配
事
)

労
働
基
準
法
の
H

改
悪
H
を

許

す

な

ー

で
仰
向
山
内
丸
山
吋
仰
い
~
河
川
刊
は
じ
何
時
限
肝
心
心

訪
問
販
売
法
の
抜
本
的
な
改
正
を

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
盛
ん
に
聞
か
れ
舎
が
、

3
悲
喜
喧
躯
・
変
昨
封
酎
慰
置
な
晶
問
販
売
に
よ
る
梢
圃
習
の
阿
つ
が
柱
に
な
っ
て
い
奇

た

。

時

間

噂

入

に

反

対

す

る

蝿

い

」

を

、

姫

苫

は

あ

P
幸
た
た
な
い
梢
賢
哲
現
行
の
「
酌
販
詰
」
は
、
酌
踊
行

県
東
部
一
一
一
岡
持
政
事
務
所
で
は
、
十
一
一
自
に
は
、
「
払
は
人
聞
や
っ
て
の
植
再
を
な
く
す
た
め
に
は
、
抜
本
摘
に
対
す
る
出
制
、
罰
則
が
な
い
な

岩
間
セ
ミ
ナ
ー
を
開
占
、
玖
止
封
屠
る
の
H
努
あ
も
童
い
だ
め
も
で
き
的
な
話
問
販
兜
法
の
改
正
N

が
必
ど
、
ほ
ん
安
J

に
間
闘
行
の
唱
利
、

法
が
働
く
人
た
ち
に
、
ど
の
よ
う
な
ほ
い
の
H
i

j持
甚
窪
哩
思
・
変
形
哩
だ
と
、
日
本
弁
躍
土
煙
由
主
・
尚
利
発
擁
護
す
る
瑚
定
内
容
に
伝
つ

膨
舗
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
封
酌
時
間
制
噂
入
に
反
対
す
る
蝿
間
者
問
問
対
開
蚕
園
会
が
改
E
軍
を
て
い
な
い
た
め
棺
宵
多
売
の
原
因
に

て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
が
話
し
合
わ
金
」
坦
'
F
R、
労
酎
助
問
短
編
の
握
案
。
要
員
会
の
改
F
押
さ
「
聞
な
っ
て
い
る
量
的
改
正
が
必
哩

れ
だ
こ
の
中
で
は
、
日
本
人
の
酌
甘
い
己
ル
ほ
に
間
幸
と
ら
れ
、
昨
に
紫
揖
酌
(
吉
酎
揖
圃
登
揖
)
」
「
指
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
n

(

4

1

き
す
ぎ
が
指
摘
さ
れ
、
労
酎
開
聞
が
ひ
そ
む
変
形
骨
骨
時
間
制
の
持
つ
危
定
甜
品
制
の
廃
止
」
「
勧
輯
打
高
規
月
十
日
号
)

園
地
縮
さ
れ
な
け
れ
ば
同
女
の
性
別
役
暁
性
を
認
酷
し
、
導
入
粉
砕
を
と
訴
制
」
「
梢
圃
苦
波
情
嗣
定
の
砿
さ

日
間
関
投
芸
刊
十
日
ぇ
川
町
ド
当
日
目
「

「
新
国
内
行
動
計
画
」
策
定
さ
れ
る

く
、
人
間
の
止
宿
時
間
全
体
を
見
て
る
と
矢
註
の
軒
理
I
い
よ
導
入

r
総
開
府
晴
人
間
期
企
匝
推
進
本
つ
い
ず
世
間
ず
る
会
を
、
十
月
、
十

位
鍾
付
け
る
司
」
と
が
大
切
と
い
っ
た
反
対
す
る
議
会
」
、
八
月
三
日
に
号
、
耳
「
同
哩
円
安
定
一
月
の
ニ
固
に
わ
に
ゥ
て
型
、
同

点
が
注
目
さ
れ
た
。
〈
=
↓
月
十
白
骨
)
は
、
議
院
置
の
巾
西
撃
さ
ん
向
け
て
の
新
園
内
行
動
計
画
」
議
省
庁
の
担
亘
宥
に
括
』
と
聞
い
た

=一月に
は、
日
本
井
機
士
連
合
金
、
の
堕
葉
、
「
筆
活
改
恵
、
女
性
泣
定
し
た
芯
「
男
女
共
同
告
加
申
笠
示
直
府
が
H

同
玉
H

と
し
て
い
る
政

女
性
の
権
利
に
関
す
る
要
亘
書
の
主
か
せ
の
変
形
労
働
時
間
に
反
対
す
る
の
形
成
を
回
掃
す
」
E
と
を
目
的
と
商

・
方
針
担
定
の
咽
へ
の
参
加
で
は

龍
で
、
平
ど
も
の
一
留
置
や
発
浬
と
、

品
目
」
が
聞
か
れ
、
隅
説
、
開
繋
猛
し
h

九
。
こ
史
編
計
画
中
に
は
政
摘
各
省
庁
と
も
拘
力
し
て
い
る
が
、
世

両
親
の
労
働
陣
聞
と
の
聞
係
に
習
り
込
ん
で
、
司
法
案
に
一
気
し
寄
っ

・
芹
針
決
定
へ
の
曹
加
を
促
進
す
の
よ
で
室
戸
ま
だ
3

そ
の
ポ
ス
ト

を
あ
て
た
、J
ノ
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
れ
か
と
呼
び
か
け
弓
(
七
月
三
十
日
、

る
、
穿
あ
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
に
人
が
い
ほ
け
h
ば
、
と
っ
し
き

ち
の
開
働
時
間
l
平
供
の
す
と
や
か
八
月
三
十
白
骨
)
い
る
。
(
五
月
一
二
十
日
時
)
も
な
い
の
で
、
キ
ペ
リ
ア
を
育
て
て

な
成
長
の
た
め
に
」
が
、
開
京
弁
雄

労
働
基
地
唱
法
改
正
案
は
、
可
担
n

「
園
開
捕
人
年
日
本
土
会
町
民
措
い
く
己
と
、
人
材
伊
握
そ
し
、
富
摘

+
杢
闘
で
行
わ
れ
た
。
士
百
の
間
保
政
省
骨
の
嗣
定
毒
を
実
現
す
る
た
め
の
語
会
(
金
司
会
に
控
用
し
て
い
く
な
ど
か
絹
完

男
女
の
役
割
分
調
の
解
体
こ
そ
ち
、
公
布
事
れ
、
来
年
四
月
に
は
踊
掴
附
誼
十
一
団
体
加
唄
〉
」
で
は
、
に
。
(
十
月
下
ロ
匂
)

テ
ど
も
が
人
聞
と
し
で
す
己
や
か
に
行
さ
れ
る
と
と
に
な
っ

h
%

新
国
凶
行
動
計
幽
へ
の
取
り
組
み
に

紅
白
軒
下
で
そ
諸
子
切
れ
明
日
耳
元
町

国
立
婦
人
教
育
会
館
十
周
年
迎
え
る

確
認
さ
れ
、
開
働
時
聞
の
弾
力
化
は
、
十
八
日
、
中
央
肯
働
基
唱
審
発
言
、
国
立
婦
人
教
育
会
館
市
開
園
十
周
そ
の
惜
段
位
の
役
晴
誌
〈
あ
と

さ
ち
に
畳
時
間
労
働
を
促
す
こ
と
に
「
改
定
封
酌
蕎
掴
法
に
基
づ
く
政
省
年
表
通
7

一
弐
十
一
月
十
一
日
か
ら
す
ち
〉
は
、
創
平
ナ
冗
周
年
を
↑
月
十

な
り
、
寧
一
撃
窟
に
も
止
さ
な
昨
聾
骨
菜
」
要
綱
の
胞
聞
に
対
し
笛
申
七
日
ま
で
、
写
袋
典
や
冊
人
教
育
七
、
十
八
日
の
商
目
、
園
東
部
勤
労

が
出
る
と
い
っ
た
響
告
も
出
さ
れ
反
対
連
動
の
中
心
陣
点
で
あ
っ
た
聖
セ
ミ
ナ
ー
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
橿
祉
会
酷
で
、
ア
ジ
ア
女
た
γポ
宏
z

た
。
(
四
月
十
目
国
号
『
〉
形
労
働
問
聞
に
つ
い
て
は
、
一
週
買
国
開
セ
ミ
ナ
1
等
が
開
か
れ
た
。
」
(
十
は
+
周
牢
を
、
十
一
月
ニ
十
一
て
、
二
一

変
形
舟
働
時
間
制
哩
入
の
封
畢
窪
十
一
蒔
時
閉
雫
よ
胆
介
与
予9
る
旨
を
笛
申
-
月
三
十
臼
司
き
)
士
一
函
目
、
ア
ジ
ア
の
女
性
曙哩
叶動動軍を

改
-
存
作
あ
動
き
に
、
歪
よ
寺
守
豆
』
5毒
な
国
悼
、
し
で
い
る
弓o
(♀
十
一
月g
-下'1i目
司
弓
)
昭
相
塑
一
=
一
竺
一
十
ヒ
年
、
(
鼠
財
)
掃
婆
耳
招
い
て
、
田
苗
・
山
手
笠
宮
な
ど
で

グ
ル
ー
プ
が
反
対
揖
告

を

聞

い

た

。

闘

と

し

て

ス

タ

ー

ト

し

た

、

(

財

)

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

、

分

同

告

を

(

十

一

盛
り
上
が
る
女
性
の
反
戦
・
反
核

日

刊

誌

1
u
h
1
c
u訪
日
日
誌
百

八
月
十
五
日
の
時
相
記
念
白
ど
閉
京

・
新
宿
の
中
央
公
園
芝
生
の
広
場
ス
タ
ト
時
の
開
選
の
、
山
富
を
大
切
五
周
年
)
開
人
間
回
眼
差
耳
(
同
)

惜
し
て
、
今
牢
も
女
性
た
ち
に
よ
る
に
「
平
和
の
岨
」
者
援
置
、
新
都
心
に
、
苦
ロ
な
る
揖
展
の
快
曹
を
、
理

も
そ
れ
ぞ
れ
雲

集

合
を
聞
い
た
。

反
戦
、
反
験
在
京
め
る
平
和
運
動
が
に
蝿
の
音
が
鳴
り
置
い
た
。

事
長
の
植
田
園
子
さ
ん
が
述
べ
た
。
(
五
月
ニ
十
日
、
十
月
三
十
一
日
、

数
多
く
醐
的
拡
げ
ら
れ
た
。
己
の
ほ
か
、
檀
圃
隅
の
凶
あ
い
の
(
十
一
月
二
十
日
号
)
十
一
月
十
日
号
)

一
日
に
は
、
「ザ
・
リ
ボ
ン
」
の
小
さ
な
町
、前
興
わ
じ
さ
)
町
で
は
、
ま
た、

神
高
川
県
立
晴
人
総
由
セ
こ
の
串
に
、
今
年
は
円
む
周
年
記

メ
ン
バ
ー
拘
吾
人
が
、
手
に
手
に
長
国
の
慢
の
女
駐
に
ち
の

防
帯
庁
吾
作
反
植
リ
ボ
ン
N

で
囲
む

U
 

日
本
幸
之

rの
関
わ
り
を
女
性
の
視
点
で

ιipミ
!

Y

5

.
Hの
国
際
フ
方

l
ラ
ム

国
際
居
住
年
に
向
け
て
多
彩
な
催
し

ム可耳
は
『国
陣
居
住
年
』
。
か
つ
住

7
舎
が
主
値
し
た
か
な
が
わ
国
際

τウ
サ
ギ
小
問
弁
綜
さ
れ
た
日
本
人
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
女
性
・
居
住
・
ア
ジ

の
住
ま
い
を
同
と
か
し
辛
っ
と
、

豊

マ
ι
は
庄
奮
。

か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
惇
よ
い
に
つ
い
女
性
の
視
点
で
、
ア
ジ
ア
宅
L

園

て
語
歪
宗
い
ろ
い
ろ
開
か
れ
%
の
問
題
を
正
面
か
ら
事
己
え
、
問
題

そ
の
中
で
も
、
神
高
川
県
立
蝿
人
解
決
の
た
め
の
槙
曹
を
し
た
。

総
合
セ
ン
タ
ー
五
周
年
を
配
念
し
(
九
月
十
目
、
九
月
三
十
目
、
十
一

て
、
神
帝
川
県
と
躍
根
市
、
日
本
居
珂
三
十
日
号
)
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伝
っ
て
い
る
が
、
周
近
は
H

市
内
じ
ゃ

ば
ゆ
ヰ
与
己
ん
H

と
い
わ
れ
る
、
外
国

間
性
の
田
短
編
者
が
怨
刑
し
て
問

胞
に
与
っ
て
い
る

日
本
で
は
眼
光
ビ
ザ
で
の
耽
封
や

単
純
作
曜
に
外
国
人
が
就
く
こ
と
は

品
止
さ
れ
て
拍
り
、
発
賞
す
れ
ば
不

法
就
労
で
強
制
函
去
さ
せ
ち
れ
る

が
、
円
高
日
本
の
魅
力
は
強
く
、
院
々

に
吊
っ
て
来
高
専
九
、
そ
の
賢
い

地
方
選
挙
に
女
性
候
補
圧
勝

女
性
民
教
審
が
最
終
提
言
を
発
表

政
府
の
臨
教
寓
を
厄
制
し
、
民
間
メ
ン
バ
ー
は
時
出
樹
、
ィ
臥
化
庁
リ
て

古
住
の
剛
か
ら
鞄
育
改
革
同
事
口
を
し
で
「
隅
唱
提
肯
ー
を
苅
畳
、
会
開
か

よ
Y

っ
と
、
六
十
年
円
月
に
蝿
足
し
た
ら
描
ん
な
由
子
を
出
ぴ
だ

「
女
性
民
教
審
」
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俵
面
子
世
話
人
留
さ
ん
は
、
せ
い
い
コ
ば
い
司
酌
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き
が
、
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開
・
非
公
開
由
わ
せ
し
て
守
そ
、
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摘
も
魂
も
囚
さ
は
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四
十
七
目
的
古
躍
を
態
え
て
、
六
て
た
気
持
民
教
寓
と
し
て
-
の
提
言

月
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三
日
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周
太
田
μ
と
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え
る
、
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閉
後
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が
、
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な
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払
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介
迂
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・
ヤ
マ
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ホ
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討
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i
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女
住
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教
富
し
い
」
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述
べ
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教
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ア
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ア
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ア
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ア
か
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国
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働
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性
8
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見
守
っ
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母
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、
教
師
ち
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曹
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お
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し
た
六
月
一
一
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観
光
ピ
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、
酎
却
下
ピ
ザ
な
ど
で
日
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ゃ
ぱ
ゆ
さ
さ
ん
8
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岨
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当
事
会
ソ
一
円
一
ザ
一%

抗

議

弔
問
ZM-1
6-止
法

，
一五
日比一

F

法
案
は
ホ
ン
ト
に
必
暫
な
の
か
?
』

と
い
弓
集
会
が
開
か
れ
た
。

幅
削
師
の
前
田
野
去
さ
ん
(
軍
事
肝

拍
車
)
は
、
奇
年
に
な
っ
て

u
スパ

イ
事
件
H

と
し
て
摘
発
さ
れ
た
事
件

を
紹
介
一
つ
は
晴
れ
ぎ
ぬ
、
一
つ

は
誰
に
で
も
入
手
で
き
る
情
報
で
あ

っ
た
と
い
い
、
多
く
の
ス
パ
イ
事
件

の
真
相
と
は
こ
ん
な
も
の
で
、
日
本

の
刑
法
で
取
締
ま
る
こ
と
が
で
き

る
で
閏
家
臨
密
語
は
い
ら
な
い
己
と

ヂ
彊
調
し
た
弐

反
対
す
る
女
性
た
ち
だ
け
の
県
告

も
、
十
一
月
八
口
、
団
協
公
一
聞
で
「
女

の
軌
軒
町
、
ワ
ッ
シ
，
イ
と
ん
で
ゆ

岨
密
法
」
や
1

国
京
都
密
忌
需
に
反

H

生
u

と
N

性
μ

の
問
題
語
り
合
お
う

苔
手
代
き
が
艶
足
し
た
。
性
教
育
討
輔
、
意
見
交
換
、
理
想
百
な
ど
が

m
V必
要
性
が
い
わ
れ
な
が
色
も
、
ど
行
わ
れ
、
二
日
間
で
延
べ
同
百
人
が

こ
と
な
く
さ
り
P
J
れ
て
い
た
，
辞
書
、
事
は
鼎
気
に
あ
ふ
れ
弓

の
問
題
。
同
舎
は
「
人
間
四
位
は
生
(
七
月
一
十
日
二
ニ
十
臼
口
『
)

苫
方
有
。
み
ん
な
で
真
剖
に
、
由
蝶
費
し
く
芸
九
「
、
聞
京
都
掴
祉
届
全
憧
の
シ

性
を
闇
ろ
う
」
と
い
う
目
問
で
ス
夕
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
H
生
「
と
H
性
d

の

l
ト
し
た
弓
。
枯
び
つ
き
』
如
が
十
土
一
月
旦
百
、
車
曹
.

七
月
一
十
回
目
、
五
日
の
両
日
開
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
υ
(
十

か
れ
た
第
一
回
宏
喜
で
は
、
性
教

二
月
十
日
時
)
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叫
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鐙
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が
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学
校
給
食
1・

日

時
・
i
月
引
臼
(
木
)
日
時
1
山
口
畠
伴
さ
ん
)
、
話
し
合
い
、
l
タ
l
、
松
田
町
教
育
委
員
会
申
し

食
と
平
和
の
鯖
ひ
つ
ぎ
を
1
-
m
全
日
時
鈎
分
、
お
臼
(
木
)
日
時
i
日
時
、

/
お
「
暮
し
の
道
具
挙
1
|
台
所
に
込
み
・
:
電
話
か
直
祭
同
セ
ン
タ
ー
生

国
璽
E

2
月
叩
臼
(
水
)
同
時
l
m
時
、
国
や
科
学
の
目
を
l
l
」
(
評
論
家
・
涯
学
習
部
(
告
O
A
t
-
2
7
・

日
時

田
l
月
別
臼
(
水
)
叩
時
1
日
(
木
)
叩
時
1
日
時
場
所
・
:
神
南
和
子
ざ
ん
)
、
2
/
叩
「
い
ろ
い
2
l
l
l
内
線
E
H
R
4
)
、
同
町
教

一
同
時
場
所
・
:
九
段
会
館
内
容
:
・
奈
川
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
会
機
ろ
使
い
く
ち
べ
|
|
暮
し
の
実
験
室
育
委
員
会
教
育
線
社
会
教
育
係
(
官

イ

デ

ア

で

レ

ょ

う

。

一

経

過

報

告

、

基

調

演

「

二

十

一

世

1

1

1

1

1

1

」

(

実

号

、

2

/

凶

「

我

が

G
i
b
-
3
0・
7
0
2
1
)

ま
た
、
ワ
イ
ド
フ
リ
l
ス
ペ
ー
ス
一
紀
の
子
ど
も
た
ち
」
、
と
り
く
み
報
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
家
の
自
慢
道
具
た
ち
」
(
実
習
弁
連
品

A'新
春
大
か
る
た
介
ち
大
会
と
親

は
、
家
族
構
成
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
一
告
、
参
加
賀
五

8
円

呼

び

か

川

叫

酬

明

と
め
)
受
贈
無
料
(
認
賀
子
で
楽
し
む
プ
チ
ケ

4作
り

(ま

の
変
化
に
応
じ
て
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自
在
に
間
取
り
一
け
・
主
催
・
;
全
国
学
校
給
食
を
考
え
川
川
川
川
叶
，
一
部
負
担
あ
り
)
締
切
り

:
i月
た
は
『
グ
!
?
ズ
』
鑑
賞
)

を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
一
雲
、
白
童
、
息
労
、
日
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組

加

ゆ

日

(
白
)
申
し
込
み

合
0

4
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時
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月
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(
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期
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ス
の
た
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フ
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一
議

5婦
人

教
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会

館

テ

l
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量

権

一

一
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一
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代
・

震

-
E

加
資
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県
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の
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戸
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問
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博
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民

間
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三
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言

ヨ
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一

一

一

一
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一

九

前

日

h
r
u臨
時
叶
日
M
J
M

域
経

い
空
間
と
し
て
設
計
さ
れ
た
の
が
一
川
学
院
長
・
一
戸
井
道
夫
さ
ん
聞
い
室
・
食
生
活
研
究
室
他
対
象
・
:
全
文
化
セ
ン
タ
ー

(
J
R
松
田
駅
・
小
人
)
※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
運

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
オ
フ
ィ
ス
」
で
す
。
一
合
わ
せ
i
g
Q

6

5
・
7

3
・
3
日
程
出
席
で
き
る
人
初
人
(
幻
目
、
田
急
線
新
松
田
駅
下
車
徒
李
b
分
)
動
靴
持
参
申
し
込
み
・
:
電
話
か
直

自
宅
で
仕
事
を
す
る
主
婦
に
と
っ
一
8
7
7
同
会
館
教
育
繰
お
臼
は
一
日
の
み
で
も
可
)
内
容
講
師
・・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

・

接
、
神
奈
川
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ

て
、
仕
事
と
家
族
の
生
活
は
切
り
離
一

・
台
事
実
考
ー
ー
そ
の
文
化
と
:
・
l/
引
「
台
所
道
具
の
歴
史
と
文
向
井
承

Z
Cん
受
講
料
:
無
料
l
福
祉
都
宮
0
4
6
6
-
Z

:
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せ
な
い
も
の
。
ぞ

と

で

、

仕

事

場

と

一

裂

す

|

化

」
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費

削

H
O
K道
具
学
研
究
所
・
主
催
i
神
奈
川
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
l
l
l
(
代
)

L
D
Kの
中
間
に
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プ
ラ
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F
の
-

l
i
l
i
-
-
i
l
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

空
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を
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と
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で
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ジ

永

ス

と

資

金

相

談

、

総

合

コ

。

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

家
庭
生
活
の
調
和
を
計
り
ま
す
。

「

ド

メ

イ

ン

セ

ン

タ

ー

」

も

オ
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プ

ン

グ
等
。
更
と
と
で
は
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壁
、

も
う
一
つ
H

プ
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ス
a
H

の

空

間

開

業

に

つ

い

て

の
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ま

ざ

ま
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ウ
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さ
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「
ド
メ
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M
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ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
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ま
す
。

テ
ス
ト
ゃ
、
韮
嘱
種
案
内
を
は
じ
ハ
ウ
も
提
供
さ
れ
ま
す
。

根
の
急
勾
配
を
生
か
し
た
「
小
屋
惑
の
中
で
は
、
暮
ら
し
の
機
能
を
充
実
例
え
ば
、
職
業
の
可
能
性
や
適
性
め
、
各
種
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
令
棄
の
開
后
に
つ
い
て
の
準
備
や
資
金
相

空

間

」

。

さ

せ

た

数

々

の

新

ア

メ

ニ

テ

ィ

設

備

を

探

る

職

業

適

性

判

断
H
マ
イ
ン
ド
紹
介
。
専
門
家
に
よ
る
税
務
、
法
律
、
談
等
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
ま
ず
一
度

し
と
は
、
一
階
の
官
舗
と
も
完
全
の
襲
を
行
っ
て
い
ま
す
。
漣
E
BB-

党

副

劃
円

削

れ
酎

副

型

1

1

1

!

「

ド

メ

イ

ン

セ

ン

タ

ー

」

に

問

い

合

に
切
り
磁
さ
れ
て
い
る
た
め
、
プ
ラ
各
種
の
収
納
を
中
心
に
考
え
た
シ

zm幽
R
E三
わ

せ

て

み

る

の

が

よ

い

で

し

ょ

う

。

‘

4
a園
園
田
翻
酒
屋
園
周
辺

、

イ
ベ
l
ト
な
空
間
と
し
て
、
ォ
l
デ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
は
、
電
動
上
げ
下

J

4

J

団
翻
税
調
潮
瀬
噛
咽

'Kい¥

一日

「
ド
メ
イ
ン
M
2
」
は
、
二
階
建

ィ
オ
ル
l
ム
、
茶
室
、
ア
ト
リ
エ
な
げ
高
島
理
、
冷
蔵
庫
を
組
み
・
1
3
B
i
s
i-

-

-

r

-

‘

w

晶
ン

て
タ
イ
プ
二
十
三
フ
ラ
ン
と
、
小
屋

一---F
〆
輔
暗
譜
細
越
醤
圏

、
一wuh
h
w

iι

、

¥

‘

司

チ

ど
に
自
由
に
使
え
ま
す
。
サ
ン
ル
1
、
彦
、
大
変
に
機
能
的
で
す
。
キ

y
f
J舗
甥

議

週

一

亡

、

〓

L
ツ
裏
三
階
タ
イ
プ
十
八
プ
ラ
ン
、
合
計

フ
タ
イ
プ
の
開
閉
懇
か
ら
星
を
眺
め
チ
ン
の
脇
に
は
、
屈
の
お
客
さ
ま
と
叩

Jt
i
p
-w
a
i
l
-
-
I隣

hiL量
キ

四
十
一
フ
ラ
ン
が
あ
り
、
延
床
面
積

る
の
も
、
な
か
な
か
素
敵
で
す
。
の
応
待
に
便
利
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
テ
一
九
九
べ
簿

4
唖
髄
鹿
臨
E

・
H

は一

O
四
一
ニ
四
千
一
一
一一

:

レ
ビ
ド
ア
ホ
ン
電
話
を
設
備
。
芝
、

一

一明

2

4i

ぽ

毘

闘

幽

・

・

・

・

ス

O
妥
で
。
価
格
は
三

・
三
2mあ
た

浴
室
員
ワ
ン
タ
ッ
チ
ボ
タ
ン
で
…

;
;
J可

i
E
・E
・-7、二十九

万
円
台
か
ろ
。

給
水
や
、
通
常
の
シ
ャ
ワ
ー
、
う
た

臨

野

F
H
l
j
4i

・・・M
名
古
慶
市
の
宗
テ
レ
ビ
ハ
ウ
ジ

革
、
霧
状
の
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
と
、
1l

i

l

l

-

J

〆

;aa--視
ン
グ
プ
ラ
ザ
神
宮
で
は
、
展
示
場

一

n

l

t
v
d
a-
-
E

三
種
類
の
シ
ャ
ワ
ー
の
操
作
が
で
き
/
い
弓
ー

:
1
L州
、

r
t
j
a
aを
の
鼠
み
と
し
て
、
「
ド
メ
イ
ン
M
2
」

三
許
諾
ゃ
れ
は
一三
多
-LZ詰
佐
野

り
入
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に

2w¥¥

勺

y
pb長麟
臨

い
ま
す
。

髪
シ
ャ
ワ
ー
っ
き
の
大
型
洗
面
化
粧

¥
¥

一
れ
i

哨

釧

凶

圃
・
・
・
・
・
・
・

一
見
の
価
値
が
あ
り
そ
つ
で
す

入
居
者
の
声
を
反
映

具
体
的
に
ソ
フ
ト
情
報
提
供

フ
リ
l
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
在
宅
シ

自
宅
の
一
階
を
庖
舗
と
し
て
活
用
し
、
収
入
を
計
る
マ
と
い
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
ミ
サ
ワ
ホ
l
ム
株
式

ップ、

趣
味
・
健
康
の
場
と
し
て

会
社
会
一
讐
T
代
治
代
表
取
締
役
社
き
で
は
、
そ
ん
な
-
丁
ズ
に
応
え
て
五
十
八
年
十
月
に
、
在
宅
ビ
ジ

さ
ま
ざ
ま
な
活
用
の
で
き
る
、
一

一O

ネ
ス
が
可
能
な
収
入
剖
在
宅
と
し
て
「
ド
メ
イ
ン
」
を
発
弓
そ
し
て
今
年
士
一
月
、
さ
ら
に
具
体
的
な
ビ
ジ

2m大
の
ミ
ニ
フ
リ
l
ス
ペ
ー
ス
タ
イ

ネ
ス
の
ソ
フ
ト
が
盛
り
込
ん
だ
新
収
入
型
住
宅
「
ド
メ
イ
ン
M
2
」
が
釜
国
一
斉
発
売
し
ま
す
。
四
年
間
の
入

プ
と
、
本
格
后
舗
と
し
て
活
用
で
き

居
者
の
声
を
反
映
さ
せ
た
と
い
う
乙
の
住
育
士
一
月
一
干
百
の
発
売
に
先
立
ち
紹
介
し
て
を
広
し
よ
う

‘る
六
六
2mに
近
い
ワ
イ
ド
フ
リ
ー
ス

仕
事
を
も
っ
女
性
が
同
唱
え
て
い
ま
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
ま
し
た
。
ぜ
て
選
べ
る
フ
リ
l
ス
ペ
ー
ス
活
用
ぺ
l
ス
タ
イ
プ
の
、
一
一
タ
イ
プ
が
あ

す
。
女
性
の
労
働
意
欲
が
高
ま
る
中
乙
の
「
ド
メ
イ
ン
」
入
居
者
虫
声
②
家
庭
と
仕
事
の
調
和
を
図
る
H

プ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

で
、
労
働
形
態
も
多
様
化
し
、
「
自
を
聞
き
、
さ
ら
に
具
体
的
な
提
案
と

ラ

ス

a
d
の
空
間
③
家
族
の
成
長
に
合
わ
せ
た
選
沢
が
で
き
ま
す
。

宅
で
専
門
知
識
や
技
術
、
趣
味
を
生
し
て
反
映
さ
せ
た
の
が
、
今
回
発
売
合
わ
せ
た
三
世
代
、
二
世
富
市
活
用
④
活
用
の
例
と
し
て
は
、
ブ
テ
ィ
ッ

か
し
た
仕
事
が
し
た
い
」
と
考
え
る
さ
れ
た
新
収
入
割
荏
宅
の
「
ド
メ
イ
住
ま
い
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
新
ア
ク
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

人

も

多

く

な

り

ま

し

た

。

ン

M
2」
な
の
で
す
。
メ
ニ
テ
ィ
設
備
の
提
案
ー
ー
な
ど
の
美
容
院
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
ァ
ィ

ミ
サ
ワ
ホ
l
ム
で
は
、
五
十
八
年
「
ド
メ
イ
ン
M
2
」
は
、
ミ
サ
ワ
特
長
を
も
っ
、時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
、
デ
ア
を
生
か
レ
た
信
の
経
営
。
ま
た
、

十
月
に
、
自
宅
と
仕
事
場
を
兼
ね
た
ホ
l
ム
が
提
唱
す
る
こ
れ
か
ら
の
生
新
都
型
住
宅
で
す
。
特
授
や
経
験
を
生
か
し
て
料
理
教

収
入
劉
荏
宅
と
し
て
「
ド
メ
イ
ン
」
活
テ
l
マ
「
医

・
食
・
住
」
の
充
実
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
室
、
ピ
ア
ノ
教
室
、
音
楽
ス
タ
ジ
オ
、

を
発
売
、
多
く
の
注
目
を
集
め
、
大
を
狙
い
と
し
①
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
合
わ
l
l
。
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
な
ど
、
レ
ッ
ス

ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
設
す
る
と
と
も
で

き
ま
す
。
こ
の
他
に
、
貸
庖
舗
や
貸

事
務
所
、
貸
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
レ
ン
タ

ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
う
の
も
、
ア

安帯 f、来斤目宵国受E(第 3種郵便物認可}第 852号

歯をなくす原因の半数を しめる

ρ 

撃、》〆「、υ
円

L
J

，、

.a語

歯
を
な
く
す
原
因
の
約
半
数
が
、
歯
周
病
で

あ
る
こ
と
を
む
存
知
で
す
か
?

歯
周
疾
患
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
経
験
す
る

病
気
で
す
が
、
予
防
に
よ
っ
て
は
、
か
か
ら
な

く
て
す
む
も
の
で
す
。

そ
と
で
今
回
は
、
恐
し
い
歯
周
疾
患
の
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ロ
お
休
み
前
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
歯
ぐ
ぎ
の

た
め
に
十
分
間

歯
周
疾
患
に
か
か
ち
な
い
た
め
に
は
、
そ
の

原
因
の
歯
垢
や
喧
己
努
仔
着
さ
せ
な
い
と
と
が

一
番
で
す
。
そ
れ
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
毎
食

後
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
。
忙
し
い
朝
と
昼
の
プ
ラ

y

シ
ン
グ
は
短
め
で
も
、
毎
日
一
回
、
夜
、
寝

る
前
の
プ
ラ
ッ
シ
ン
グ
だ
け
は
、
閣
と
歯
ぐ
き

の
境
回
を
一
本
一
本
、
丁
寧
に
時
間
を
か
け
て

掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

歯
と
歯
肉
の
聞
に
で
き
た
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の

歯
垢
を
取
り
除
く
に
は
、
パ
ス
法
や
ス
ク
ラ
ッ

プ
法
が
歯
周
疾
患
の
予
防
と
し
て
効
果
的
で

す。
で
も
、
ロ
の
中
の
状
態
は
一
人
一
人
遣
う
の

で
、
自
分
の
歯
の
状
態
に
、
一
番
通
し
た
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
法
を
、
歯
科
医
院
で
教
え
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
歯
ミ
ガ
キ
剤
も
大
切
で
す
。
歯
周
疾

患
予
防
の
歯
ミ
ガ
キ
剤
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ

、つ。
ロ
規
則
E
し
い
食
生
若
を
心
が
け
手
レ
ょ
う

歯
ぐ
き
が
痛
い
、
血
が
出
る
か
ち
と
柔
ら
か

い
物
ば
か
り
食
べ
て
い
ま
せ
ん
か
。
歯
ぐ
き
に

刺
激
を
与
え
る
た
め
に
は
、
固
め
の
も
の
や
、

野
菜
・
果
物
な
ど
、
ビ
タ
ミ
ン
C
に
富
ん
だ
食

品
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
歯
煽
を
つ
く
り
ゃ
す
い

甘
味
食
品
や
、
歯
に
付
き
や
す
い
金
品
も
さ
げ
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
忍
ι食
生
活
零
封
ぜ
示
し
ょ

、っ。
ロ
定
期
健
診
妻
け
き
ょ
う

口
の
中
は
、
絶
え
ず
変
化
し
て
い
ま
す
。
半

年
に
一
度
は
、
歯
科
医
院
で
定
期
健
診
と
歯
石

除
去
を
受
巴
ま
し
ょ
う
。

毎
日
、
歯
み
が
き
し
て
も
、
半
年
程
で
歯
と

歯
の
問
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
(
特
に
下
の
前

歯
の
息
側
)
に
は
、
歯
石
が
つ
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
歯
石
は
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
て
、
表
面
に

歯
垢
が
つ
き
や
す
く
、
歯
ぐ
さ
を
刺
激
し
て
炎

I苫舗の活用例。ここでは子ども服のブティックとして・・・

症
を
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

義
歯
や
ク
ラ
ウ
ン
な
ど
、
人
工
補
綴
物
の
入

っ
て
い
る
人
は
、
必
ら
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
歯
肉
に
鍍
し
た
金
属
が
合
わ
な
い
と
、
歯

肉
を
刺
激
し
て
炎
症
を
お
と
し
ま
す
。

予
防
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
一
再
発
防
止

の
た
め
の
定
期
健
診
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

F 歯石の除去を
毎食後、必ずブラッシングしましょう

歯垢、
乙
の
他
、
歯
周
疾
患
の
原
因
に
は
、
プ
ラ
キ

シ
ズ
ム
l
!
と
い
し
ば

p
dぎ
し

P
Hタ

ッ
ピ
ン
グ
H

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
乙
う
し
た
惑

い
く
せ
は
、
歯
科
医
院
で
矯
正
法
を
相
献
酬
し
ま

し
ょ
う
。
糖
尿
病
や
肝
硬
変
な
ど
の
、
消
耗
性
の
慢
性

屋根の急勾配を生かした「小屋裏空間J

疾
患
に
か
か
っ
て
も
、
歯
ぐ
き
の
抵
抗
力
が
弱

ま
り
、
わ
ず
か
な
局
所
刺
激
で
炎
症
を
お
こ
し

や
す
く
な
皇
す
。
乙
れ
ら
の
震
に
か
か
っ

て
い
る
人
は
、
特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

歯
槽
膿
漏
は
、
軍
症
に
な
る
ま
で
痛
み
が
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。気
が
つ
か
な
い
、

2
つに、

症
状
は
ど
ん
ど
ん
感
化
、
気
づ
い
た
時
に
は
、

良
い
歯
も
グ
ラ
グ
ラ
に
な
り
、
抜
く
よ
り
他
に

治
療
の
方
法
が
な
い
と
い
う
、
ひ
ど
い
結
果
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

(資
措
置
供
ラ
イ
オ
ン
費
軍
務
究
所
)

定期健診も忘れずに

、

/

、

ン

瓜
一
m

h

-

タ
タ

(
h
r
/
イ
デ

~ 

〔補助用具〕
デンタルフロス

「
池
子
の
森
」
を
守
ろ
う

~ブラシの毛先を歯に
45・の角度で当て、5rnm
位の帽で振動させてみ

ガきます。

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
ヘ

手
紙
を
届
け
よ
・
つ
f

派
遣
カ
ン
パ
を

川一一川口
J
1

L
A川
'¥

ノ

パス法

池
子
の
森
を
守
る
に
は
、
ア
メ
リ

カ
へ
行
っ
て
、
直
接
市
民
の
璽
零

伝
え
る
と
と
が
重
要
と
、
神
奈
川
N

E
Tの
川
崎
、
横
浜
、
県
央
、
湘
南
、

逗
子
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
で
緊
急

組
織
さ
れ
た
「
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
へ

手
紙
を
届
り
ょ
っ
実
行
委
員
会
」
で

は
、
ア
メ
リ
カ
へ
四
名
の
派
遣
者
を

送
る
た
め
、
次
の
方
法
で
カ
ン
パ
を

募
っ
て
い
る
。

。
学
習
A
E
-
-
-ロ
月
お
日
(
土
)
日

時

ω分
か
ら
、
新
繍
浜
・
生
活
ク
ラ

ブ
・
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
生
活
館
で
。

テ
l
マ
時
日
米
安
保
体
制
下
の
遁

子
」
な
ど
を
予
定
。

め
る
動
き
は
一
歩
前
進
し
た
感
も
あ

〈〉
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
・
・
l
月
9

る
が
、
地
球
規
模
で
緑
の
大
切
さ
が

臼
(
土
)
は
時
i
日
時
泊
分
、
逗
子
叫
ば
れ
て
い
る
今
、
「
な
ぜ
、
池
子

市
・
図
窃
館
ホ
l
ル
で
c

な
の
か
」
ー
そ
の
原
点
を
聞
い
直
す

。
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
l
ド
:
レ
1
ガ
た
め
に
も
、
ア
メ
リ
カ
の
自
然
保
護

ン
大
統
領
、

w
w
Fな
ど
へ
送
る
メ
運
動
関
係
者
ら
と
直
援
会
っ
て
、
広

ッ
セ
l
ジ
カ
l
ド
を
、
一
枚
5
0
0
く
ア
メ
リ
カ
市
民
の
理
解
を
求
め
、

円
で
販
売
。

池
子
の
実
情
を
記
酔
え
た
い
と
実
{
包
姿

渡
米
が
、
来
年
一
月
十
七
日
か
ら
員
会
で
は
話
し
て
い
る
。

二
十
四
日
ま
で
と
さ
し
什
善
品
っ
て
い
実
行
委
員
会
へ
の
連
絡
、
カ
ン
パ

る
た
め
の
H

緊
急
カ
ン
パ
H

。
目
標
の
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
足
立
紀
子

額
は
百
万
円
と
し
て
い
る
。
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美
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廃
条
約
の
合
意
で
、
世
界
平
和
を
求

F
9
5
)
さ
ん
ま
で
。

歯に直角に歯ブラシを

当てて、 1cm程度の振
動でみガきます。

スクラップ活

い

も
オ
シ
ヤ

レ
な

コ
、、、
セ
ス
時
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汚
れ
ま
る
は
が
し
と
羽
根
の
着
脱
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
、

簡
単
お
手
入
れ
の
ミ
セ
ス
コ
l
ト
。

水
を
使
い
ま
せ
ん
か
ら
、
手
が
汚
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
手
間
い
ら
ず
で
、
美
し
い
仕
上
が
り
。

キ

ッ
チ
ン
に
映
え
る
、

オ
シ
ヤ
レ
な
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
ミ
セ
ス
コ

i
h

美
し
き
、
ず
っ
と
保
て
る
換
気
扇
で
す
可

先端技術なくらしの中に・..E&Eの東芝


